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第
４
回
定
例
会
の
概
要

　

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
（
斎
藤
康
夫
議
長
）
は
、
11
月
28
日
に
開
会
し
、
12
月
19

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

物価高対応子育て応援手当含む補正予算可決

小
中
学
校
修
繕
費
用
含
む

�

補
正
予
算
可
決令和８年小金井市消防団出初式（１月11日 武蔵小金井駅南口にて）

　

本
2
件
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
予

算
を
合
計
で
22
億
４
千
49
万
円
増
額
し
、

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
587
億
６

千
107
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

第
６
回
は
、
11
月
28
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
予
算
特
別
委
員
会
（
遠
藤
百
合
子

委
員
長
）
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
７
回
は
12
月
19
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
採

決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
学
校
施
設
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

（
４
千
804
万
２
千
円
）【
第
６
回
】

　

令
和
８
年
度
に
学
級
数
が
増
加
し
、
普

通
教
室
が
不
足
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

市
立
小
中
学
校
の
う
ち
、
小
金
井
第
一
小

学
校
、
小
金
井
第
二
小
学
校
、
小
金
井
第

四
小
学
校
及
び
東
中
学
校
に
つ
い
て
、
令

和
８
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
間
仕
切

壁
、
内
装
及
び
電
気
配
線
等
の
修
繕
を
行

い
、
特
別
教
室
等
を
普
通
教
室
と
し
て
活

用
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

▼
市
立
保
育
園
施
設
更
新
調
査
の
債
務
負

担
行
為
の
設
定
【
第
６
回
】

　

市
立
保
育
園
３
園
（
わ
か
た
け
保
育
園
・

　

本
条
例
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
改
正
に
よ
り
、
保
育
所
等
に
通
っ
て
い

な
い
０
歳
６
か
月
か
ら
満
３
歳
未
満
ま
で

の
児
童
を
対
象
に
、
多
様
な
働
き
方
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
ら
な
い
形
で
の
支

援
を
強
化
す
る
「
乳
児
等
通
園
支
援
制
度

（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）」
の
実
施
の

た
め
、
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も

小
金
井
保
育
園
・
け
や
き
保
育
園
）
に
つ

い
て
、
必
要
な
改
修
や
維
持
管
理
の
方
向

性
の
調
査
等
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
債

務
負
担
行
為
と
し
て
、
期
間
を
令
和
７
年

度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
、
上
限
額
を
２

千
203
万
円
と
設
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
子
ど
も
家
庭
支
援
区
市
町
村
包
括
補
助

事
業
補
助
金
（
保
育
施
設
、
児
童
館
及
び

学
童
保
育
所
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
事

業
）（
千
137
万
千
円
）【
第
６
回
】

　

近
年
の
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
、
保
育
施

設
、
児
童
館
及
び
学
童
保
育
所
に
お
け
る

児
童
の
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る

た
め
、
熱
中
症
対
策
に
係
る
設
備
導
入
費

用
に
対
す
る
補
助
や
屋
内
外
用
の
暑
熱
対

策
資
材
の
整
備
を
行
い
、
当
該
施
設
を
利

用
す
る
児
童
等
が
安
全
か
つ
快
適
に
過
ご

せ
る
環
境
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

▼
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
に

要
す
る
経
費
（
３
億
８
千
849
万
千
円
）

【
第
７
回
】

　

物
価
高
が
長
期
化
し
、
そ
の
影
響
が
様�

々
な
人
々
に
及
ぶ
中
、
特
に
影
響
を
強
く

受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
支
援
し
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
観
点

か
ら
、
児
童
手
当
の
受
給
者
等
（
１
万
９

千
250
人
）
に
対
し
、
児
童
一
人
当
た
り
２

万
円
を
１
回
限
り
で
支
給
す
る
も
の
で
す
。

�

（
３
面
に
審
議
結
果
を
掲
載
）

の
で
す
。

　

12
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
厚
生

文
教
委
員
会
（
沖
浦
あ
つ
し
委
員
長
）
に

付
託
し
、
12
月
９
日
の
委
員
会
で
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
12
月
19
日
の
本
会
議
で
は
、

起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
３
面
に
審
議
結
果
を
掲
載
）

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
６
回
及
び
第
７
回
）
を
可
決 

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
を
可
決

令
和
７
年
第
４
回

　

定
例
会
日
誌

  【
11
月
】

28
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委
員

会
付
託
、
陳
情
の
撤
回
・
採
決
）

  【
12
月
】

２
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

４
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
の

審
議
・
委
員
会
付
託
、
陳
情
の

委
員
会
付
託
）

７
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
日　

厚
生
文
教
委
員
会

10
日　

建
設
環
境
委
員
会

11
日　

総
務
企
画
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

15
日　

予
算
特
別
委
員
会

16
日　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調
査
特
別
委

員
会

17
日　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

19
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の

採
決
、
議
案
の
審
議
・
採
決
、

議
員
提
出
議
案
の
審
議
・
採
決
、

陳
情
の
委
員
会
付
託
）

主
権
者
教
育
の
取
組
と

三
宅
村
へ
の
視
察
に
つ
い
て

　
中
央
大
学
附
属
中
学
校
の
２
年

生
を
対
象
に
実
施
し
た
出
前
授
業

と
、
三
宅
村
で
の
友
好
交
流
視
察

の
様
子
に
つ
い
て
は
、
８
面
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
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賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

吉
良
の
り
こ
（
み
ら
い
）

　

本
補
正
予
算
は
、
市
民
の
安
全
確

保
と
、
子
ど
も
・
高
齢
者
支
援
の
充

実
を
目
的
と
し
、
現
場
の
切
実
な
課

題
に
迅
速
に
対
応
す
る
内
容
で
あ
る
。

桜
町
児
童
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
閉
所
に

伴
い
、
短
期
入
所
事
業
へ
円
滑
な
移

行
が
で
き
る
よ
う
に
行
う
、
同
行
・

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

　

賛
成
の
主
な
理
由
は
、
会
派
の
中

心
政
策
で
あ
る
子
育
て
・
教
育
の
大

切
な
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

①
市
立
保
育
園
施
設
更
新
調
査
委
託

料
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
役
割
実
現

の
た
め
に
、
市
立
保
育
園
３
園
の
施

設
を
ど
う
維
持
・
更
新
し
て
い
く
の

か
検
討
が
急
務
で
あ
る
。
特
に
、
前

の
方
針
で
は
閉
園
対
象
だ
っ
た
わ
か

た
け
保
育
園
は
、
施
設
の
修
繕
や
更

新
の
方
針
が
不
明
確
で
、
エ
ア
コ
ン

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

太
田
宏
徳
（
公
明
党
）

　

世
界
で
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

る
日
本
に
お
い
て
、
非
核
三
原
則
を

提
唱
し
核
廃
絶
を
党
是
と
す
る
公
明

党
と
し
て
討
論
す
る
。
核
兵
器
を

「
持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」

と
し
た
非
核
三
原
則
は
、
１
９
７
１

年
に
国
会
で
決
議
さ
れ
て
以
来
、
歴

代
政
権
は
こ
れ
を
堅
持
し
「
国
是
」

と
な
っ
て
い
る
。
非
核
三
原
則
の
将

来
に
つ
い
て
曖
昧
さ
を
残
す
こ
と
は
、

被
爆
者
の
思
い
に
反
す
る
の
み
な
ら

ず
、
国
民
の
不
安
を
招
き
、
国
際
社

会
に
対
し
て
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
学
（
自
民
街
仲
）

　

非
核
三
原
則
は
我
が
国
の
国
是
で

あ
る
。
政
策
上
の
方
針
と
し
て
非
核

三
原
則
を
堅
持
し
て
い
く
こ
と
に
何

ら
変
わ
り
は
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ

の
状
況
下
で
、
本
意
見
書
を
政
府
に

提
出
す
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
。
政

府
・
与
党
は
国
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
責
任
を
有
す
る
立
場
か
ら
、
現

実
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
に
適
切
に

対
処
し
な
が
ら
、
地
道
に
、
現
実
的

な
核
軍
縮
を
前
進
さ
せ
る
筋
道
を
追

求
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
核
兵

器
保
有
国
や
核
兵
器
禁
止
条
約
支
持

国
を
含
む
国
際
社
会
に
お
い
て
橋
渡

し
役
を
果
た
し
、「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
の
実
現
に
向
け
て
、
現
実
的

か
つ
実
践
的
な
取
組
を
粘
り
強
く
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
大
事
な
こ

と
は
、
現
実
に
目
を
向
け
日
本
の
安

全
保
障
を
考
え
、
現
実
的
か
つ
実
践

的
な
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
最
後
に
、
我
が
国
を
取
り
巻
く

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

藤
川
賢
治
（
見
え
る
化
）

　

男
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
接
種
補
助
金
365
万
円

の
う
ち
247
万
円
を
返
還
し
、
男
子
の

接
種
が
そ
れ
ほ
ど
広
が
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
評
価
す
る
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
食
塩
水
等

を
除
け
ば
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
化
合
物
ア

ジ
ュ
バ
ン
ト
が
最
も
多
い
物
質
で
、

激
し
い
炎
症
を
起
こ
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
抗

体
と
共
に
、
自
身
を
攻
撃
す
る
抗
体

も
生
み
、
長
期
の
自
己
免
疫
疾
患
を

起
こ
し
得
る
。
子
宮
頸
が
ん
に
ほ
ぼ

罹
患
し
な
い
10
代
女
子
が
毎
月
の
よ

う
に
健
康
被
害
認
定
を
受
け
、
国
と

製
薬
会
社
を
相
手
に
裁
判
中
で
あ
る
。

国
は
「
10
年
後
20
年
後
の
予
防
」
と
、

現
被
害
を
無
視
し
、
未
確
定
の
将
来

に
話
を
す
り
替
え
推
進
し
て
い
る
。

　

男
子
に
効
果
あ
り
と
さ
れ
る
肛
門

が
ん
は
も
っ
と
頻
度
が
低
い
。
そ
も

そ
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

感
染
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
ワ
ク

チ
ン
戦
略
自
体
が
間
違
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
都
が
補
助
を
出
し
て
も
予

算
化
せ
ず
接
種
助
成
は
行
わ
な
い
よ

う
求
め
つ
つ
、
本
返
還
金
を
含
む
一

般
会
計
本
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

返
還
金
の
清
算
や
、
民
間
保
育
所

等
運
営
委
託
料
へ
の
公
定
価
格
見
直

し
の
反
映
、
児
童
館
や
学
童
保
育
所

に
お
け
る
熱
中
症
対
策
、
35
人
学
級

に
対
応
し
た
学
校
施
設
の
整
備
な
ど

必
要
な
経
費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
賛

成
す
る
。
市
立
保
育
園
施
設
更
新
調

査
委
託
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育
園

の
廃
園
と
定
員
削
減
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
と
反
対
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

本
来
は
全
て
の
園
の
調
査
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
市
立
保
育
園
の
老
朽
化

を
放
置
し
て
き
た
市
の
責
任
が
問
わ

れ
る
。
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
更

な
る
負
担
軽
減
を
求
め
る
。
ま
た
、

都
の
認
証
学
童
へ
の
移
行
は
課
題
で

あ
り
、
学
童
保
育
所
の
大
規
模
化
に

抜
本
的
な
対
策
を
求
め
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
担
当
任
せ
に
し
な
い
庁
内

の
検
討
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
国
か

ら
の
交
付
金
を
活
用
し
た
物
価
高
騰

対
策
は
早
急
に
具
体
化
し
、
市
民
生

活
を
支
援
す
べ
き
で
あ
る
。
財
政
調

整
基
金
の
年
度
末
残
高
は
約
61
億
円

で
、
市
の
財
源
も
活
用
し
て
思
い
切

っ
た
支
援
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

吹
春
や
す
た
か
（
自
由
民
主
党
）

　

小
金
井
市
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
取
組
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

社
会
環
境
の
変
化
や
市
民
生
活
の
安

全
安
心
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
を
評
価
す
る
。

特
に
特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築

物
耐
震
補
強
設
計
助
成
金
は
、
災
害

時
の
機
能
確
保
に
不
可
欠
で
あ
り
、

着
実
な
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

民
設
民
営
学
童
保
育
所
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
安
全
性
向
上
や
保

育
環
境
の
質
の
向
上
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
適
切
な
取
組
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
猛
暑
対
策
と
し
て
、
保
育

施
設
等
の
施
設
整
備
や
、
小
中
学
校

の
計
画
的
な
修
繕
も
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
と

し
て
評
価
で
き
る
。
一
方
、
市
立
保

育
園
施
設
更
新
調
査
に
つ
い
て
は
、

保
育
園
の
在
り
方
に
関
す
る
方
針
を

踏
ま
え
た
調
査
だ
が
、
現
段
階
で
は

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
回
）

　

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
子
ど
も
／
情
報
）

　

議
案
第
59
号
「
令
和
７
年
度
小
金

井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

回
）」
に
、
子
ど
も
の
権
利
／
情
報

公
開
を
代
表
し
て
、
反
対
の
立
場
か

ら
討
論
す
る
。
反
対
の
理
由
は
、
債

務
負
担
行
為
補
正
と
し
て
、「
市
立

保
育
園
施
設
更
新
調
査
委
託
料
」

２
千
203
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

予
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
で
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
調
査
は
市
長
が
選

挙
公
約
に
違
反
し
て
強
行
し
た
、
市

立
保
育
園
「
２
園
廃
園
」「
３
園
定

員
大
幅
減
」
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
、
３
園
の
建
て
替
え
や
大

規
模
改
修
に
当
た
っ
て
、
定
員
大
幅

減
を
緩
和
す
る
こ
と
な
ど
の
検
討
は

一
切
行
わ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

と
な
れ
ば
、
私
ど
も
の
会
派
の
政
策

と
は
全
く
一
致
点
が
な
く
、
賛
成
す

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
３
園
に
関

し
て
行
う
べ
き
調
査
は
、
建
て
替
え

や
大
規
模
改
修
に
当
た
っ
て
、
従
来

と
同
様
の
保
育
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、

定
員
大
幅
減
を
緩
和
す
る
方
法
を
検

討
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
よ

っ
て
、
本
補
正
予
算
に
は
反
対
す
る
。

非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

河
野
麻
美
（
自
由
民
主
党
）

　

本
意
見
書
は
現
内
閣
が
非
核
三
原

則
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
、
堅

持
を
明
言
し
て
い
な
い
と
す
る
が
、

こ
れ
は
事
実
と
異
な
る
。
総
理
、
外

務
大
臣
、
官
房
長
官
な
ど
現
職
閣
僚

は
い
ず
れ
も
、
非
核
三
原
則
を
政
策

上
の
方
針
と
し
て
堅
持
し
て
お
り
、

明
示
的
に
非
核
三
原
則
の
見
直
し
を

指
示
し
た
と
の
事
実
は
な
い
と
国
会

の
場
で
明
確
に
答
弁
し
て
い
る
。
非

核
三
原
則
は
我
が
国
の
国
是
で
あ
り
、

こ
の
立
場
に
変
わ
り
は
な
く
、
現
実

の
安
全
保
障
上
の
脅
威
に
適
切
に
対

処
し
な
が
ら
、
地
道
に
現
実
的
な
核

軍
縮
を
前
進
さ
せ
る
道
筋
を
追
及
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
意
見
書
は
政
府
の
公
式
見
解
を
正

確
に
踏
ま
え
ず
、
一
部
の
発
言
や
印

象
を
切
り
取
っ
た
一
面
的
な
評
価
に

基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ず
、
さ
ら
に
外
交
・
安
全

保
障
と
い
う
国
政
の
根
幹
に
関
わ
る

事
項
で
地
方
自
治
法
第
99
条
が
求
め

る
地
域
の
公
益
と
の
関
係
や
、
小
金

井
市
と
し
て
提
出
す
る
必
然
性
も
十

分
に
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
反
対
す
る
。

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
の

「
２
割
特
例
」、「
８
割
控
除
」
を

２
０
２
６
年
９
月
以
降
も
継
続

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
党
）

　

政
府
は
「
与
党
税
制
改
正
大
綱
」

の
取
り
ま
と
め
を
進
め
て
い
る
。
自

民
党
税
制
調
査
会
に
お
い
て
、
消
費

税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
係
る
経
過

措
置
、
２
割
特
例
及
び
８
割
控
除
に

つ
い
て
、
内
容
を
見
直
し
た
上
で
適

用
期
限
を
延
長
す
る
方
向
性
が
示
さ

れ
た
。
具
体
的
に
は
、
２
割
特
例
に

つ
い
て
は
、
事
務
負
担
の
配
慮
が
必

要
と
さ
れ
る
個
人
事
業
者
を
対
象
に
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
踏
ま
え
て
課
税

転
換
し
て
い
る
場
合
、
更
に
２
年
間

に
限
り
講
ず
る
と
さ
れ
た
。
８
割
控

除
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
な
適
用
期

限
を
２
年
間
延
長
し
た
上
で
、
控
除

割
合
の
引
下
げ
ペ
ー
ス
と
幅
を
見
直

す
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
政

府
に
お
い
て
は
、
特
例
措
置
が
抱
え

る
課
題
を
認
識
し
た
上
で
、
具
体
的

な
見
直
し
と
延
長
に
つ
い
て
の
方
向

性
を
示
し
、
今
、
正
に
与
党
税
制
改

正
大
綱
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
意
見
書
を
政
府
に
対
し
て

提
出
す
る
必
要
性
は
認
め
ら
れ
な
い

と
考
え
る
。
以
上
を
も
っ
て
、
反
対

討
論
と
す
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

通
学
支
援
は
、
利
用
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
重
要
な
措
置
だ
。
ま
た
、
民
間

保
育
所
の
欠
員
対
策
補
助
は
、
運
営

の
安
定
と
保
育
環
境
の
維
持
に
不
可

欠
で
あ
り
評
価
す
る
。
一
方
で
、
看

護
師
加
算
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
現

場
実
態
に
即
し
た
見
直
し
を
会
派
と

し
て
も
繰
り
返
し
市
に
指
摘
し
て
き

た
点
で
あ
り
、
今
回
も
強
く
要
望
し

た
。
さ
ら
に
、
保
育
施
設
・
児
童

館
・
学
童
保
育
所
を
対
象
に
、
都
の

補
助
金
を
活
用
し
た
熱
中
症
対
策
や
、

学
校
の
教
室
不
足
へ
の
対
応
、
高
齢

者
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
増
額
は
、
命
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
必
要
な
判
断

で
あ
る
。
今
後
も
市
民
生
活
を
支
え

る
施
策
が
着
実
に
実
行
さ
れ
る
よ
う

求
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
し
た
本
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
。

具
体
的
な
内
容
や
将
来
像
が
明
確
で

は
な
く
、
今
後
の
検
討
状
況
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
補
正
予
算

は
市
民
生
活
を
支
え
る
意
義
あ
る
内

容
で
あ
る
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

の
故
障
等
緊
急
の
対
応
を
要
し
た
こ

と
も
数
回
あ
っ
た
。
保
育
の
質
の
維

持
・
向
上
の
た
め
に
必
要
だ
。
②
児

童
・
生
徒
数
増
加
の
対
応
と
し
て
小

学
校
７
教
室
、
中
学
校
３
教
室
分
の

修
繕
と
備
品
購
入
が
必
須
だ
。
将
来
、

建
て
替
え
を
す
る
際
に
は
、
人
口
動

態
の
予
測
も
踏
ま
え
つ
つ
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
心
と
な
る
学
校
を
、
多

様
性
を
包
摂
す
る
場
と
し
て
設
計
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
子
ど
も
や
地
域

の
方
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
準
備
を

進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。
そ
の
他
に

も
国
や
都
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事

業
や
増
額
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

発
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
非

核
三
原
則
は
、
日
本
の
安
全
保
障
戦

略
の
骨
格
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
戦

後
、
日
本
が
平
和
国
家
の
道
を
歩
む

中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

被
爆
者
の
切
実
な
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
非
核
三
原
則
を
将
来
に
わ
た

り
堅
持
す
る
と
の
明
確
な
意
思
を
内

外
に
示
し
、
核
兵
器
の
無
い
世
界
の

実
現
に
向
け
、
被
爆
国
日
本
と
し
て

の
役
割
と
責
任
を
、
揺
る
ぐ
こ
と
な

く
果
た
し
続
け
る
よ
う
政
府
に
強
く

求
め
る
。

安
全
保
障
環
境
を
考
慮
す
れ
ば
、
議

論
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

大
い
に
議
論
を
し
、
議
論
を
尽
く
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
Ｃ
Ｄ
及
び
デ
イ
ジ
ー
Ｃ
Ｄ
に
市

議
会
だ
よ
り
の
内
容
を
音
声
で
収
録

し
た
「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
電
話
で
議
会
事

務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
収
録
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
小
金
井
市
対
面
朗
読
の
会
」

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「声の議会だより」
を発行しています

【
対
　
象
】

　

原
則
と
し
て
障
害
者
手
帳
１
～
６

級
の
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方

（
対
象
者
以
外
で
も
、
図
書
館
本
館

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
）

【
申
　
込
】

議
会
事
務
局
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

☎
042
－
387
－
９
９
４
７
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず） 議
　
決
　
結
　
果

み 自 共 公 子 お 参 ネ街れ見緑
天
野
　
か
な

沖
浦
あ
つ
し

吉
良
の
り
こ

岸
田
　
正
義

鈴
木
　
成
夫

河
野
　
麻
美

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

太
田
　
宏
徳

中
井
れ
い
子

小
林
　
正
樹

渡
辺
　
大
三

片
山
か
お
る

水
谷
た
か
こ

な
が
と
り
太
郎

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

清
水
　
　
学

村
上
よ
う
す
け

藤
川
　
賢
治

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

司法軽視の生活保護費再減額方針の撤
回を強く求める意見書

最高裁によって政府の判断は違法とされたにもかかわらず、現在の
対応は司法軽視と言わざるを得ない。かかる対応策を速やかに撤回
し、生活保護利用世帯に対する真の謝罪と、2018年以降の基準への
影響を含めた被害の完全回復による早期全面解決を強く求める。

×○○○○×××○○○×××○○○○議○×○○○原案可決

新潟県柏崎刈羽原子力発電所再稼働
に反対する意見書

多くの被害者と甚大な被害を生んだ東京電力が、再び原発を運転す
るのは極めて慎重であるべきである。事故が起きれば東に隣接する
福島県は再び被曝地となる恐れがある。新潟県及び政府に対し、柏
崎刈羽原発を再稼働しない、再稼働に同意しないことを強く求める。

×△○○○×××○○○×××○○○○議○×○○○原案可決

非核三原則を堅持することを求める
意見書

国会決議によって国是と宣言された非核三原則は、国際公約でもあり、一
内閣の判断で変更することは許されない。小金井市議会は、「小金井市非
核平和都市宣言」を行っており、政府に対して、非核三原則の見直しは行
わず、堅持することを求める。

×△○○○×××○○○○○○○○○○議○×○○○原案可決

巨大災害発生に対する対応体制整備
を求める意見書

首都直下地震や南海トラフ地震などの大規模災害に備え、国は被災
地への物資・情報支援を迅速に行う体制を強化し、自治体や支援団
体との連携を確実に整備するとともに、福祉及びインフラ維持など
の協働体制を平時から確実に整備・確認することを強く求める。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○○○原案可決

重点支援地方交付金の拡充と地方自
治体への迅速かつ丁寧な支援を求め
る意見書

地方自治体は、物価高騰や人手不足の影響で事業費の増大や人材確
保が困難な状況であり、重点支援地方交付金の規模・内容充実が求
められている。自治体が自立的に課題解決できる環境整備や迅速な
交付金配分、制度趣旨の丁寧な説明と実施支援を強く求める。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○○○原案可決

中小企業への賃上げ支援を速やかに
行うことを求める意見書

東京都は中小企業への賃上げ支援として「魅力ある職場づくり推進
奨励金」を行っているが、賃上げを含むメニューに応募しても、支
給まで１年７か月もかかる事態である。賃上げのみを条件とするシ
ンプルな中小企業への賃上げ支援を、速やかに行うことを求める。

×○○○○×××○○○×××○○○○議○×○○○原案可決

労働基準法の最低基準の緩和をや�
め、働きやすい労働環境を求める意
見書

労働時間短縮など労働条件の改善、法的にも労働時間に関する規制
強化が求められている中、高市首相は現行の労働時間規制緩和の検
討を指示した。労働基準法の最低基準の緩和をやめ、労働時間規制
を強化することなど、働きやすい労働環境の実現を求める。

××○○○×××○○○×××○○○○議○×○○○原案可決

適格請求書等保存方式の「２割特
例」、「８割控除」を2026年９月以
降も継続することを求める意見書

消費税の仕入税額控除制度における適格請求書等保存方式（インボイ
ス制度）実施後、消費税免税事業者への新たな税負担や過酷な実務負
担が押し付けられている。事業者を守る経過措置、いわゆる「２割特
例」、「８割控除」を今後も継続することを求める。

○○○○○×××○○○○○○○○○○議○×○○○原案可決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の
令和７年度小金井市下水道事業会計補正予算（第１回） 予 原案可決
小金井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 厚 原案可決
小金井市住居表示に関する条例の一部を改正する条例、東京都六市競艇事業組合規約の一部を変更する規約 総 原案可決
小金井市障害者福祉センターの指定管理者の指定について、小金井市児童発達支援センターの指定管理者の指定について、小金井市立本町高齢者在宅サービスセンターの指定管理
者の指定について 厚 可　決

武蔵小金井南第３自転車駐車場外５施設の指定管理者の指定について 建 可　決
令和７年度小金井市一般会計補正予算（第７回） 即 原案可決

議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会　
　　　　　　建：建設環境委員会　予：予算特別委員会

○：賛成 ×：反対  △：退席　議：議長（原則、採決には加わらず） 議
　
決
　
結
　
果

み 自 共 公 子 お 参ネ街れ見緑
付
　
託
　
先

天
野
　
か
な

沖
浦
あ
つ
し

吉
良
の
り
こ

岸
田
　
正
義

鈴
木
　
成
夫

河
野
　
麻
美

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

太
田
　
宏
徳

中
井
れ
い
子

小
林
　
正
樹

渡
辺
　
大
三

片
山
か
お
る

水
谷
た
か
こ

な
が
と
り
太
郎

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

清
水
　
　
学

村
上
よ
う
す
け

藤
川
　
賢
治

坂
井
え
つ
子

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の
令和７年度小金井市一般会計補正予算（第６回） ○○○○○○○○○○○○○○××○○議○○×○○予 原案可決
小金井市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○×××○○○××○○議○○○○○厚 原案可決
小金井市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 ○○○○○○○○×××○○○××○○議○○○○○厚 原案可決
小金井市電気料金負担軽減給付金を支給する条例（議員提案） ××××××××○○○×××○○××議××○○○厚 否　決

【会派略称】�み：みらいのこがねい　自：自由民主党小金井　　共：日本共産党小金井市議団　公：小金井市議会公明党　子：子どもの権利／情報公開　　　お：小金井をおもしろくする会　
     　　　　参：参政党小金井　　　ネ：生活者ネットワーク　街：自民党・街の仲間たち　　れ：れいわ新選組小金井　見：小金井市政を見える化する会　緑：緑・つながる小金井

　常任委員会では、本会議で付託された議案や
請願・陳情の審査のほか、委員会の所管に属す
る市の事務を独自に調査する「所管事務調査」
を行う権限があります。
　常任委員会の発議により、市政の各分野にお
ける課題の解決に向けて、調査を行い、市長等
の執行機関に対し具体的な政策や施策を積極的
に提案するものです。
　第３回定例会では、総務企画委員会で所管事
務調査を立ち上げ、令和９年３月まで継続して
調査を行うこととしました。
【総務企画委員会】
▷　自治体ＤＸの取組について
⑴　市民目線でのサービスの質の向上
⑵　デジタル技術を活用した業務効率化の推進
⑶　ＤＸ推進の意識醸成とデジタル人材の育成

所管事務調査を行っています委員会の視察先とテーマ
建設環境委員会
令和７年10月14日、15日
▷三重県四日市市
　�ニワミチよっかいち「中央通り再編基
本計画（中央通り再編事業）」について
▷神奈川県秦野市
　ネイチャーポジティブの取組について

総務企画委員会
令和７年11月18日、19日
▷愛知県小牧市
　こまきスマート窓口について
▷愛知県一宮市
　�オープンデータの取組・データ連携基
盤の利活用を始めとするＤＸについて

議会運営委員会
令和８年１月20日、21日
▷岐阜県可児市
　�議選監査委員の活用について
▷愛知県尾張旭市
　�①議会による主権者教育の取組について
　②�議会による市民意見聴取の取組について
　�③�政策立案
機能の強
化に向け
た仕組み
について

厚生文教委員会
令和８年１月26日、27日
▷大阪府大東市
　�高齢者への支援として実施している地域と
の協同事業について
▷滋賀県野洲市
　くらし支えあい条例について

※過去の行政視察報告書は、議会図書室（本庁舎４階）または情報公開コーナー（第二
庁舎６階）で閲覧できます。また、行政視察報告書を市ホームページで公開しています。
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日曜議会を開催しました
　平日に傍聴に来られない方にも議会の様子を知っていただくため、
12月７日に日曜議会を開催しました。

　当日は、各議員がおおむね15分以内で、市政の運営や方針などに
ついての質問や政策提案を行い、市の見解を求めました。

（4面〜6面）　　12月 2 日、 3 日、 4 日、 ７ 日
一 般 質 問

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。 
<２次元コードについて >
スマートフォン等で読み取ると、YouTube でご覧いただくことができます。
上側：12 月２日、３日、４日　　下側： 12 月７日（日曜議会）

（み　ら　い）みらいのこがねい	 （自由民主党）自由民主党小金井
（日本共産党）日本共産党小金井市議団	 （公　明　党）小金井市議会公明党
（子ども／情報）子どもの権利／情報公開	 （こ が お も）小金井をおもしろくする会
（生活者ネット）生活者ネットワーク	 （自 民 街 仲）自民党・街の仲間たち
（れいわ新選組）れいわ新選組小金井	 （見 え る 化）小金井市政を見える化する会
（緑・つながる）緑・つながる小金井	

会
派
の
略
称

つ
い
て
問
う
。
カ
支
援
体
制
の

広
域
対
応
に
つ
い
て
問
う
。　

　

部
長　

ア
現
行
法
の
狭
間
を

認
識
。
国
の
議
論
を
注
視
し
て

い
く
。
イ
本
年
改
訂
し
た
国
発

行
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
則
り
、
当

事
者
に
寄
り
添
う
姿
勢
で
取
り

組
ん
で
い
く
。
ウ
国
の
補
助
率

は
50
％
、
組
織
構
築
に
よ
り
今

後
、
都
の
補
助
対
象
に
も
成
り

得
る
。
エ
社
協
の
福
祉
総
合
相

談
窓
口
が
核
と
な
る
が
、
地
域

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ほ

と
ん
ど
が
非
常
勤
嘱
託
職
員
で

正
規
職
員
は
１
名
、
今
後
は
状

況
に
応
じ
て
正
規
職
員
の
確
保

を
検
討
し
て
い
く
。
オ
支
援
者

の
有
無
に
応
じ
て
、
予
め
確
認
、

支
援
を
行
っ
て
い
く
。
カ
「
東

京
都
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト
」
と
連
携
し
て
い
く
。

え
ら
れ
る
。
医
学
的
観
点
か
ら

も
「
排
泄
を
も
し
24
時
間
し
な

い
場
合
、
急
性
腎
不
全
な
ど
の

生
命
リ
ス
ク
に
つ
な
が
る
」
と

の
こ
と
。
ト
イ
レ
設
備
は
し
っ

か
り
と
準
備
し
て
お
く
べ
き
だ

が
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

部
長　

ア
在
宅
避
難
に
お
け

る
家
庭
で
の
備
蓄
も
重
要
で
あ

り
、
各
家
庭
に
お
い
て
携
帯
ト

イ
レ
備
蓄
の
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
機
会
を
捉
え
て
呼

び
か
け
て
い
く
。
イ
災
害
派
遣

ト
イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟

す
る
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
近
隣
市
で
も
導
入
が
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
課
題
解

決
に
向
け
検
討
を
進
め
る
と
と

も
に
本
市
に
と
っ
て
よ
り
効
果

的
な
対
策
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

ト
戦
略
を
明
確
化
し
、
事
業
広

報
の
効
果
検
証
を
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

部
長　

ア
研
究
課
題
と
し
て

捉
え
て
参
り
た
い
。
イ
事
業
開

始
時
は
若
手
起
業
家
を
想
定
。

広
報
の
効
果
検
証
は
指
定
管
理

者
と
研
究
し
て
参
り
た
い
。

　

❷
保
護
者
の
負
担
軽
減
や
、

接
種
漏
れ
・
誤
接
種
の
防
止
、

さ
ら
に
行
政
・
医
療
機
関
の
事

務
効
率
化
を
目
的
と
し
て
、
乳

幼
児
の
定
期
接
種
管
理
の
ア
プ

リ
化
を
進
め
、
母
子
健
康
手
帳

と
一
元
管
理
で
き
る
仕
組
み
を

構
築
し
て
は
ど
う
か
。

　

部
長　

デ
ジ
タ
ル
化
の
対
象

と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
検
討
し
て
い
く
段
階
で
あ
る
。

東
部
地
域
に
導
入
す
べ
き
。
カ

多
く
の
専
門
的
知
見
が
あ
る
東

京
学
芸
大
学
と
連
携
し
た
学
び

の
多
様
化
学
校
を
設
置
す
べ
き
。

　

部
長　

ア
効
果
的
と
考
え
る

が
ど
の
よ
う
に
実
施
で
き
る
か

研
究
し
た
い
。
イ
本
事
業
の
継

続
や
拡
充
に
つ
い
て
前
向
き
に

対
応
し
た
い
。
ウ
巡
回
教
員
の

取
組
や
進
路
情
報
の
効
果
的
な

共
有
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

　

教
育
長　

エ
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

が
で
き
る
よ
う
に
医
師
会
と
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
連
携

を
進
め
る
た
め
努
力
す
る
。
オ

多
様
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
設

置
要
望
を
東
京
都
に
提
出
し
た
。

カ
ご
指
摘
ど
お
り
東
京
学
芸
大

学
と
の
連
携
協
働
を
深
め
子
ど

も
達
の
困
り
感
解
消
に
向
け
て

研
究
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
。

　

部
長　

ア
市
独
自
の
研
修
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
、
職
員
が

個
人
的
に
研
修
講
座
に
参
加
し

て
い
る
。
法
務
省
作
成
の
Ｑ
＆

Ａ
方
式
の
解
説
資
料
を
活
用
し
、

ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
校
長
会

で
周
知
す
る
な
ど
過
度
な
負
担

と
な
ら
な
い
範
囲
で
対
応
を
求

め
て
い
く
。
イ
相
談
窓
口
の
一

本
化
は
難
し
い
が
、
相
談
内
容

を
的
確
に
捉
え
、
子
ど
も
の
利

益
を
最
優
先
に
関
係
機
関
と
連

携
強
化
・
対
応
を
進
め
る
。
よ

り
良
い
周
知
方
法
を
他
市
の
事

例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
ご
み
の
散
乱
が
繰

り
返
し
起
き
て
い
る
集
合
住
宅

の
状
況
把
握
、
管
理
会
社
・
オ

ー
ナ
ー
へ
の
指
導
体
制
を
質
問

し
、
解
決
に
向
け
て
更
な
る
取

組
を
要
請
し
ま
し
た
。

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
入
を
。

　

部
長　

ア
実
効
性
を
高
め
て

い
き
た
い
。
イ
締
結
に
向
け
働

き
か
け
を
し
て
い
る
。
ウ
市
内

４
か
所
の
緊
急
医
療
救
護
所

（
災
害
急
性
期
、
最
寄
り
の
診

療
所
は
閉
鎖
さ
れ
る
。）
で
対

応
が
困
難
な
場
合
は
、
東
京
都

及
び
災
害
拠
点
病
院
と
連
携
し
、

医
療
体
制
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　

市
長　

エ
前
向
き
に
具
体
的

検
討
に
入
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

■
そ
の
他
、「
防
災
ア
プ
リ
（
防

災
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）」
の
導
入
、
避
難

所
運
営
時
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

に
代
わ
る
、
キ
ャ
ン
プ
用
簡
易

ベ
ッ
ド
の
備
蓄
、
避
難
所
運
営

協
議
会
設
置
の
地
域
差
を
埋
め

る
取
組
。
避
難
所
指
定
要
員
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
見
直
し
や
フ
ォ
ロ

ー
研
修
等
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

ひ
き
こ
も
り
支
援
は
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
の
主
課
題

で
あ
り
、
本
市
で
も
本
年
策
定

さ
れ
た
実
施
計
画
に
則
り
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
た
取

組
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
基
本

法
が
未
制
定
で
あ
り
、
社
会
的

な
認
知
も
不
十
分
で
あ
る
。
新

た
な
理
念
で
あ
る
「
伴
走
型
」

支
援
に
向
け
、
社
協
を
核
と
し

た
体
制
構
築
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
ア
ひ
き
こ
も
り
支
援
基

本
法
に
つ
い
て
問
う
。
イ
「
伴

走
型
」
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
問
う
。
ウ
支
援
ス
キ
ー
ム
の

財
源
に
つ
い
て
問
う
。
エ
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
組
織
・
人
員

体
制
に
つ
い
て
問
う
。
オ
「
親

亡
き
後
」
の
生
活
環
境
支
援
に

　

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
自
然
大

災
害
発
災
の
備
え
と
し
て
ト
イ

レ
施
策
に
こ
そ
優
先
順
位
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
発
信

し
て
き
た
。
ア
自
助
と
し
て
の

ト
イ
レ
対
策
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
11
月
２
日
の
南
中
学

校
の
防
災
フ
ェ
ス
タ
で
は
ど
の

よ
う
に
呼
び
か
け
た
か
。 

イ
震

災
被
災
地
で
は
避
難
所
ト
イ
レ

が
逆
流
し
ト
イ
レ
パ
ニ
ッ
ク
が

発
生
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は

避
難
所
の
ト
イ
レ
で
は
な
く
被

災
地
全
体
で
の
事
象
で
あ
る
。

震
災
発
災
直
後
の
停
電
や
水
道

設
備
、
管
き
ょ
、
水
道
施
設
が

被
災
し
て
水
の
供
給
が
で
き
な

く
な
る
な
ど
、
ト
イ
レ
使
用
が

不
可
能
に
な
る
原
因
は
複
数
考

　

❶
「
農
工
大
・
多
摩
小
金
井

ベ
ン
チ
ャ
ー
ポ
ー
ト
事
業
」
と

「
小
金
井
市
創
業
支
援
等
事
業
」

は
、
支
援
対
象
や
実
態
の
特
性

が
大
き
く
異
な
り
、
民
間
も
含

め
て
取
り
巻
く
状
況
も
全
く
異

な
る
こ
と
か
ら
、
支
援
の
要
否

や
方
法
論
が
異
な
る
。
税
金
を

投
資
す
る
以
上
、
常
に
実
態
を

把
握
し
、
市
民
の
納
得
い
く
形

で
の
事
業
構
築
及
び
運
用
が
な

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ア
一
般

的
に
も
成
功
確
率
の
低
い
ベ
ン

チ
ャ
ー
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

は
既
に
十
分
な
検
証
期
間
を
経

過
し
て
い
る
。
見
直
し
を
含
め

た
今
後
の
事
業
の
方
向
性
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
イ
創

業
支
援
に
つ
い
て
は
マ
ー
ケ
ッ

　
「
制
度
に
子
ど
も
を
当
て
は

め
る
の
で
は
な
く
、
制
度
を
子

ど
も
に
合
わ
せ
て
再
構
築
す
べ

き
」
と
訴
え
て
き
た
。
ア
全
中

学
校
で
校
内
別
室
指
導
支
援
が

始
ま
り
、
支
援
員
が
意
見
交
換

す
る
場
や
希
望
者
へ
の
研
修
を

行
う
べ
き
。
イ
未
実
施
の
小
学

校
６
校
に
も
拡
充
す
べ
き
。
ウ

巡
回
教
員
が
集
め
た
進
路
情
報

が
届
い
て
お
ら
ず
、
誰
も
が
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
デ
ー
タ
化

す
べ
き
。
エ
早
期
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
な
ど
医
師
会
の
専
門
的
知

見
を
基
に
訪
問
看
護
を
行
う
多

職
種
連
携
に
よ
る
不
登
校
支
援

を
行
う
べ
き
。
オ
正
規
教
員
を

配
置
し
て
学
び
直
し
が
で
き
る

東
京
都
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
を

　

２
０
２
６
年
４
月
に
施
行
さ

れ
る
離
婚
後
の
共
同
親
権
制
度

は
「
子
ど
も
の
利
益
の
確
保
」

を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
父
母

間
の
力
関
係
が
続
く
ケ
ー
ス
や

医
療
・
進
路
決
定
を
め
ぐ
る
同

意
ト
ラ
ブ
ル
、
現
場
の
学
校
や

市
の
混
乱
や
子
ど
も
へ
の
不
利

益
を
防
ぐ
備
え
が
不
可
欠
だ
。

ア
市
と
し
て
職
員
や
教
職
員
へ

の
研
修
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
な
ど
を
準
備
し
て
い
る
か
。

イ
養
育
環
境
に
課
題
の
あ
る
家

庭
の
早
期
把
握
、
支
援
の
た
め

の
相
談
窓
口
の
一
本
化
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
児
童
相
談

所
と
の
連
携
強
化
、
市
民
へ
の

丁
寧
な
情
報
提
供
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　

防
災
対
策
は
、
い
ざ
と
い
う

時
に
実
際
に
機
能
し
て
こ
そ
市

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

今
あ
る
計
画
を
よ
り
実
効
性
の

あ
る
、
現
実
に
即
し
た
も
の
と

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
他
市
町
村
や
民
間
企
業
と
約

130
の
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

協
定
先
と
の
計
画
や
手
順
の
具

体
化
を
。
イ
救
急
車
が
不
足
し

た
時
、
救
急
患
者
を
搬
送
す
る

た
め
協
定
の
締
結
を
。
ウ
東
京

都
災
害
拠
点
病
院
が
市
内
に
存

在
し
な
い
本
市
の
医
療
体
制
の

確
保
に
つ
い
て
。
エ
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
も
活
用

し
た
移
動
型
ト
イ
レ
（
ト
イ
レ

ト
ラ
ッ
ク
等
）
の
導
入
及
び
全

村
上
よ
う
す
け

（
れ
い
わ
新
選
組
）

吹
春
や
す
た
か

（
自
由
民
主
党
）

天
野
か
な

（
み
ら
い
）

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

吉
良
の
り
こ

（
み
ら
い
）

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

新
た
な
理
念
・
体
制
で

「
ひ
き
こ
も
り
」
支
援
を
！

小
金
井
市
の
避
難
所
で
の

ト
イ
レ
設
備
状
況
を
問
う

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
創
業
支
援
／

乳
幼
児
予
防
接
種
ア
プ
リ
化

不
登
校
支
援
の
本
格
的
大
改

革
に
必
要
な
対
策
を
提
言
！

離
婚
後
の
共
同
親
権
導
入
を

前
に
市
の
準
備
体
制
を
問
う

実
際
に
機
能
す
る

防
災
体
制
の
構
築
を
！

会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。
http://www.city.koganei.tokyo.dbsr.jp/
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護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
率

直
な
意
見
を
伺
い
、
そ
の
結
果

を
丁
寧
に
受
け
止
め
、
教
育
委

員
会
内
部
で
の
検
討
を
進
め
て

参
り
た
い
。

　

❷
小
金
井
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
災
害
時
で
の
活
用
を
検
討
し

な
い
か
。

　

市
長　

避
難
者
の
把
握
は
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
26
市
の

市
長
会
で
も
避
難
者
情
報
を
同

じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
共
有
で
き

な
い
か
意
見
交
換
を
始
め
て
い

る
。
そ
う
い
う
情
報
が
い
ろ
い

ろ
入
っ
て
く
る
中
で
、
何
が
適

切
か
見
定
め
な
が
ら
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
自
治
会
・
町
会
・

自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援
の

拡
充
、
加
入
率
向
上
の
取
組
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

た
。
先
般
実
施
さ
れ
た
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元

事
業
で
は
、
恩
恵
を
受
け
る
事

業
者
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
偏
り

が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
不
公
平
感
が
な
る
べ
く

少
な
い
事
業
を
構
築
す
る
た
め

に
、
市
は
市
内
事
業
者
、
商
工

会
、
商
店
会
連
合
会
等
の
皆
様

と
の
情
報
交
換
な
ど
、
積
極
的

に
現
場
の
声
を
聴
き
、
よ
り
効

用
の
あ
る
事
業
構
築
に
努
め
る

べ
き
。
具
体
的
な
金
額
等
は
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現

段
階
か
ら
庁
内
に
お
い
て
準
備

を
進
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

副
市
長　

物
価
高
騰
対
策
な

の
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
対

応
す
る
こ
と
が
重
要
。
時
機
を

逃
さ
な
い
よ
う
、
今
の
段
階
か

ら
既
に
準
備
を
始
め
て
い
る
。

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
整

備
と
地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組

み
づ
く
り
と
負
担
軽
減
策
を
進

め
な
い
か
。
ア
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
の
無
償
業
務
の
現
状
は
。
イ

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
更
新
試
験
に

対
す
る
市
独
自
の
補
助
金
制
度

を
検
討
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
全
国
的
な
課
題
と

認
識
し
て
お
り
、
業
務
範
囲
の

整
理
、
明
確
化
や
負
担
軽
減
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
イ
市
と
し
て

も
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
処
遇

改
善
は
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
更
新
試
験
に
対
す
る

研
修
補
助
に
よ
る
負
担
軽
減
等
、

今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
る
。

■
そ
の
他
、
小
金
井
さ
く
ら
体

操
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

イ
都
の
予
算
の
活
用
を
。
ウ
今

後
の
具
体
的
な
動
き
は
。
エ
東

小
金
井
駅
へ
の
設
置
の
考
え
は
。

　

部
長　

ア
武
蔵
小
金
井
駅
周

辺
の
設
置
を
検
討
。
イ
喫
煙
環

境
の
整
備
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
活

用
予
定
。
ウ
可
能
な
限
り
早
期

に
整
備
出
来
る
よ
う
努
め
る
。

エ
東
小
金
井
駅
は
未
検
討
。

　

❷
長
寿
社
会
の
な
か
で
注
目

を
集
め
て
い
る
の
が
「
未
病
」

と
い
う
概
念
。
未
病
と
は
「
発

病
に
は
至
ら
な
い
が
健
康
な
状

態
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
る
状
態
」

を
指
す
。
未
病
の
予
防
と
概
念

を
周
知
し
な
い
か
。

　

部
長　

現
時
点
で
は
周
知
は

考
え
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
、
定
例
会
前
の
時
間

に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

な
い
か
質
問
し
ま
し
た
。

　

❷
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
相
互

扶
助
に
よ
る
子
育
て
支
援
で
あ

り
、
地
域
の
助
け
合
い
に
つ
な

が
る
点
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

一
方
で
、
協
力
会
員
か
ら
は
報

酬
が
、
も
う
少
し
時
勢
に
見
合

っ
た
金
額
で
あ
れ
ば
有
難
い
と

の
声
も
あ
る
。
地
域
の
子
育
て

家
庭
の
た
め
に
尽
力
す
る
協
力

会
員
の
思
い
を
、
制
度
に
反
映

で
き
な
い
か
。

　

部
長　

相
互
扶
助
の
組
織
で

あ
る
。
昨
年
、
会
員
の
方
に
実

施
し
た
報
酬
額
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
の
委
員
の
意
見
を
聴
き
な

が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
検
討

し
て
い
き
た
い
。

延
伸
へ
介
護
予
防
に
早
く
か
ら

地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

高
齢
者
の
日
頃
か
ら
の
健
康
づ

く
り
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
の

表
れ
で
あ
る
。
介
護
予
防
施
策

を
更
に
充
実
さ
せ
、
社
会
参
加

と
組
み
合
わ
せ
進
め
た
い
。
ま

た
健
康
寿
命
は
、
中
年
期
か
ら

の
生
活
習
慣
に
大
き
く
左
右
さ

れ
る
。
働
き
盛
り
世
代
の
方
へ
、

メ
タ
ボ
予
防
や
運
動
習
慣
の
定

着
を
図
る
取
組
も
併
せ
て
進
め

る
。
イ
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
の
意
識

が
芽
生
え
、
自
発
的
な
健
康
づ

く
り
の
促
進
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
。
市
民
健
康
づ
く
り

審
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、

市
民
に
行
動
変
容
が
起
こ
る
よ

う
な
取
組
を
す
る
他
市
事
例
を

調
査
・
研
究
し
た
い
。

よ
り
死
亡
数
は
増
加
傾
向
か
。

　

部
長　

２
０
２
１
年
よ
り
死

亡
者
数
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。

　

❸
既
に
都
市
Ｏ
Ｓ
（
デ
ー
タ

連
携
基
盤
）
を
実
装
し
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
を
提
供
す
る
自
治
体
も
あ
る
。

市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
意
気
込
み
は
。

　

副
市
長　

デ
ジ
タ
ル
環
境
の

基
盤
整
備
を
こ
れ
ま
で
着
実
に

進
め
て
き
た
。
議
員
の
協
力
も

頂
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

開
を
前
提
と
し
て
取
り
組
む
。 

　

❷
学
童
保
育
の
質
の
維
持
に

つ
い
て
問
う
。
ア
小
金
井
市
の

学
童
保
育
の
質
に
つ
い
て
の
認

識
と
運
営
協
議
会
の
メ
リ
ッ
ト

は
。
イ
質
を
維
持
し
な
が
ら
の

課
題
解
決
に
向
け
た
今
後
の
取

組
は
。

　

部
長　

ア
運
営
基
準
に
基
づ

き
、
児
童
と
指
導
員
の
信
頼
関

係
や
家
庭
と
の
協
力
で
築
き
上

げ
た
も
の
が
本
市
の
保
育
の
質

の
本
質
。
協
議
会
は
保
護
者
と

共
に
運
営
を
作
り
上
げ
て
き
た

重
要
な
場
で
あ
り
今
後
も
共
に

考
え
運
営
す
る
。
イ
子
ど
も
た

ち
を
第
一
に
運
営
協
議
会
で
も

協
議
を
重
ね
な
が
ら
取
り
組
む
。

■
そ
の
他
、
日
曜
議
会
で
は
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

❶
ア
特
別
支
援
学
級
設
置
校

の
増
設
を
検
討
し
な
い
か
。
イ

現
在
小
学
３
年
生
ま
で
の
特
別

支
援
学
級
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利

用
制
限
を
廃
止
し
な
い
か
。

　

教
育
長　

ア
特
別
支
援
学
級

や
特
別
支
援
教
室
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
小
学
校
の
自

閉
症
・
情
緒
障
が
い
学
級
設
置

に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
情
報

収
集
し
、
設
置
に
向
け
た
課
題

整
理
を
進
め
て
い
る
。
本
市
と

し
て
、
現
在
の
子
ど
も
の
困
り

感
に
対
応
す
る
た
め
、
多
様
性

を
包
摂
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

必
要
な
準
備
を
着
実
に
進
め
た

い
。
イ
近
隣
市
や
他
自
治
体
の

実
施
例
も
参
考
に
、
ま
ず
は
保

　

私
は
11
月
19
日
に
白
井
市
長

に
「
物
価
高
騰
経
済
対
策
に
関

す
る
緊
急
要
望
書
」
を
提
出
し

た
。
主
な
内
容
は
、
重
点
支
援

地
方
交
付
金
を
基
に
、
小
金
井

市
で
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

発
行
を
求
め
る
も
の
。
な
お
か

つ
、
小
金
井
市
商
工
会
と
小
金

井
市
商
店
会
連
合
会
の
加
盟
店

の
み
で
使
用
で
き
る
商
品
券
を

求
め
た
。
こ
の
こ
と
で
各
々
の

会
の
加
盟
促
進
に
も
つ
な
げ
ら

れ
る
と
考
え
る
。
商
品
券
事
業

は
印
刷
費
等
の
事
務
負
担
が
増

え
て
し
ま
う
が
、
市
民
へ
の
生

活
者
支
援
、
市
内
事
業
者
の
活

性
化
等
、
市
民
の
皆
様
と
市
内

事
業
者
の
皆
様
が
確
実
に
効
果

を
実
感
で
き
る
対
策
を
要
望
し

　

❶
子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
検
診
の
普
及
に
よ
り

撲
滅
可
能
な
が
ん
で
あ
る
。
男

女
と
も
に
予
防
が
重
要
と
考
え

る
。
ア
男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
任
意
接
種
の
接
種
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
イ
男
性
へ

の
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が
承

認
さ
れ
た
。
市
で
任
意
接
種
の

助
成
対
象
に
追
加
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
市
で
令
和
６
年
４

月
に
助
成
事
業
を
開
始
し
、
令

和
６
年
度
の
延
べ
接
種
回
数
は

120
回
で
あ
る
。
イ
今
後
の
東
京

都
の
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
へ

の
補
助
金
拡
充
の
動
向
を
注
視

し
、
助
成
対
象
を
検
討
し
て
参

り
た
い
。

　

❷
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
安
心

　

❶
第
３
次
健
康
増
進
計
画
の

基
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
目

途
と
し
た
健
康
づ
く
り
審
議
会

を
経
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定

さ
れ
た
。
受
動
喫
煙
防
止
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
「
た
ば
こ

を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
共

存
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
喫
煙
所
の
整
備
等
、
分
煙

環
境
を
整
備
し
ま
す
」
と
記
し

て
い
る
。
庁
内
関
係
部
署
で
検

討
を
重
ね
た
と
の
こ
と
。
市
民

の
健
康
増
進
を
図
る
観
点
か
ら
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
及
び

受
動
喫
煙
防
止
対
策
推
進
の
た

め
目
指
す
べ
き
姿
を
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
示
し
た
事
で
喫
煙
所
設

置
へ
の
具
体
的
方
向
性
が
示
さ

れ
た
。
ア
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　

❶
６
月
定
例
会
の
一
般
質
問

に
お
い
て
、
環
境
楽
習
館
で
の

星
空
観
測
イ
ベ
ン
ト
を
提
案
し

た
が
、
実
際
に
９
月
に
実
施
さ

れ
た
こ
と
に
感
謝
。
貴
重
な
環

境
学
習
の
場
と
し
て
、
持
続
可

能
な
利
用
を
見
据
え
、
直
近
の

実
績
を
伺
う
。

　

部
長　

環
境
楽
習
館
の
令
和

６
年
度
の
来
館
者
数
は
６
千
252

人
で
あ
り
、
指
定
管
理
者
制
度

導
入
前
の
令
和
５
年
度
の
年
間

来
館
者
数
千
171
人
と
比
較
し
、

５
倍
以
上
と
な
っ
た
。
利
用
状

況
に
つ
い
て
は
、
年
間
で
96
団

体
の
市
民
団
体
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
、
地
域
の
居
場
所

と
し
て
、
環
境
啓
発
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。

　

ア
令
和
５
年
の
健
康
寿
命
、

本
市
は
東
京
都
の
中
で
、
男
性

は
84
・
１
９
歳
で
１
位
、
女
性

は
86
・
７
９
歳
で
３
位
。
結
果

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
イ
令

和
７
年
の
平
均
年
齢
、
多
摩
26

市
中
、
本
市
は
44
・
９
９
歳
で

一
番
若
い
ま
ち
。
生
産
年
齢
人

口
割
合
は
、
65
・
７
５
％
で
多

摩
26
市
中
２
位
。
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
に
向
け
、
良
い
所

を
最
大
限
活
か
す
べ
き
。
長
年

の
背
景
が
あ
り
、
健
康
都
市
を

目
指
す
市
の
姿
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
―
ズ
と
し
て
市
民
公
募
し
、

健
康
づ
く
り
の
機
運
を
醸
成
す

る
好
機
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

部
長　

ア
男
女
共
に
非
常
に

高
い
水
準
に
あ
る
。
健
康
寿
命

　

❶
マ
ス
ク
は
コ
ロ
ナ
や
イ
ン

フ
ル
の
感
染
防
止
効
果
が
科
学

的
に
示
さ
れ
て
な
い
が
、
マ
ス

ク
利
用
の
市
の
基
本
的
見
解
は
。

　

部
長　

マ
ス
ク
着
用
は
個
人

の
主
体
的
な
選
択
を
尊
重
し
個

人
の
判
断
を
基
本
と
し
、
着
用

を
希
望
す
る
方
や
逆
に
で
き
な

い
方
に
対
し
て
着
脱
を
強
い
る

こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

　

❷
国
全
体
で
２
０
２
１
年
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
時
か
ら
全

体
の
死
亡
数
は
高
齢
化
の
影
響

を
除
い
て
も
増
加
し
て
い
る
。

グ
ラ
フ
は
小
金
井
市
提
供
の
22

万
人
の
デ
ー
タ
を
元
に
し
た
も

の
で
増
加
傾
向
を
示
し
た
。
高

齢
化
の
影
響
を
除
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
市
で
も
２
０
２
１
年

　

❶
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な

る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進
を

問
う
。
ア
市
民
や
事
業
者
に
よ

る
活
用
促
進
の
た
め
の
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
の
推
進
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
の
活
用
は
ま
だ
こ
れ
か

ら
の
段
階
だ
と
考
え
る
が
、
重

要
な
こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
か
。

イ
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
質
と
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
方
策
が
考
え

ら
れ
る
か
。 

　

部
長　

ア
潜
在
的
な
も
の
も

含
め
て
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
研
究

が
必
要
で
あ
る
。
都
の
事
例
等

を
参
考
に
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
把

握
の
研
究
を
進
め
る
。
イ
公
共

デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
将
来
的
に

は
シ
ス
テ
ム
整
備
段
階
か
ら
公

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

清
水
学

（
自
民
街
仲
）

中
井
れ
い
子

（
公
明
党
）

遠
藤
百
合
子

（
自
由
民
主
党
）

太
田
宏
徳

（
公
明
党
）

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

藤
川
賢
治

（
見
え
る
化
）

な
が
と
り
太
郎

（
こ
が
お
も
）

特
別
支
援
教
育
の
更
な
る

充
実
を
検
討
し
な
い
か

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
を
！

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
を

／
ケ
ア
マ
ネ
業
務
の
課
題

喫
煙
所
が
武
蔵
小
金
井
駅

付
近
に
／
未
病
対
策

市
立
公
園
等
の
管
理
状
況
／

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
の
今
後

「
健
康
都
市
こ
が
ね
い
」
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
死
亡
数
が

増
加
／
Ｄ
Ｘ
で
見
え
る
化
を

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進
と

学
童
保
育
の
質
の
維
持

議案、意見書・決議を掲載しています。
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/gikaijimukyoku/teireirinji/reiwa7_gikai/reiwa7_gian/index.html
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る
。
ア
慣
れ
な
い
環
境
で
見
知

ら
ぬ
保
育
士
に
保
育
さ
れ
る
子

ど
も
の
負
担
に
事
前
面
談
や
な

ら
し
保
育
の
実
施
は
ど
う
な
る

の
か
。
イ
利
用
す
る
子
ど
も
に

専
任
の
保
育
資
格
を
持
っ
た
経

験
の
あ
る
保
育
士
を
配
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
ウ
事
業
者
と

の
直
接
契
約
で
事
故
な
ど
に
責

任
あ
る
対
応
が
で
き
る
の
か
。

　

部
長　

ア
事
前
面
談
な
ど
事

業
者
ご
と
に
柔
軟
な
対
応
を
し

て
も
ら
う
。
イ
条
例
に
基
づ
き

配
置
し
て
も
ら
う
。
ウ
市
に
は

法
に
基
づ
く
助
言
・
指
導
等
の

指
導
権
限
は
あ
る
。

■
そ
の
他
、
障
害
者
の
雇
用
に

つ
い
て
、
報
酬
改
定
の
影
響
と

市
の
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
ま

し
た
。

市
民
か
ら
は
今
で
も
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
だ
と

い
う
声
や
、
み
ど
り
号
そ
の
も

の
で
な
く
と
も
同
じ
く
ら
い
の

費
用
負
担
で
団
体
の
貸
切
り
バ

ス
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
継
続

的
に
聞
い
て
い
る
。
再
び
検
討

し
実
施
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ア

廃
止
さ
れ
て
以
降
、
代
替
手
段

は
ど
の
よ
う
に
と
ら
れ
て
い
る

の
か
。
イ
市
と
し
て
福
祉
バ
ス

を
復
活
さ
せ
る
か
、
も
し
く
は

バ
ス
借
り
上
げ
へ
の
補
助
金
の

交
付
な
ど
代
替
手
段
の
充
実
を

求
め
る
。

　

部
長　

ア
各
団
体
の
判
断
で

民
間
の
バ
ス
事
業
者
等
を
使
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
イ
各

課
に
お
い
て
適
切
な
対
応
が
さ

れ
て
い
る
。

い
す
る
。
道
路
に
堆
積
し
た
物

品
等
に
貼
り
紙
で
撤
去
を
促
す
。

出
火
の
危
険
が
あ
る
場
合
は
消

防
署
等
関
係
機
関
と
連
携
す
る
。

イ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

訪
問
し
医
療
機
関
へ
の
受
診
、

介
護
保
険
の
申
請
、
成
年
後
見

人
の
選
任
に
つ
な
げ
て
い
る
。

関
係
機
関
と
は
適
宜
連
携
す
る
。

　

副
市
長　

ウ
多
く
の
部
署
が

関
わ
り
解
決
す
る
こ
と
が
重
要
。

の
利
益
は
保
障
さ
れ
た
と
言
え

る
か
。
エ
プ
ー
ル
死
亡
事
故
で

子
ど
も
の
権
利
に
即
し
た
対
応

は
。
オ
子
ど
も
委
員
が
参
加
す

る
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
の
検

討
を
。
の
び
ゆ
く
こ
ど
も
プ
ラ

ン
に
包
含
す
る
と
子
ど
も
の
権

利
が
見
え
な
く
な
る
。

　

部
長　

ア
子
ど
も
の
権
利
の

日
や
子
ど
も
が
楽
し
め
る
普
及

活
動
の
支
援
を
検
討
。
イ
機
能

し
て
い
る
。
ウ
最
善
の
利
益
を

侵
害
す
る
保
育
は
行
っ
て
な
い
。

エ
重
大
な
事
故
が
起
き
た
こ
と

を
重
く
受
け
止
め
る
。
オ
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
の
中
に
位
置

付
け
て
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
。

■
そ
の
他
、
公
民
館
有
料
化
問

題
と
三
多
摩
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

カ
ー
は
利
便
性
向
上
や
読
書
推

進
に
繋
が
る
と
考
え
る
。
図
書

館
基
本
計
画
の
方
針
も
踏
ま
え
、

本
市
で
も
導
入
し
な
い
か
。
イ

全
国
で
図
書
館
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

整
備
が
進
み
本
市
は
遅
れ
を
と

っ
て
い
る
。
情
報
格
差
の
解
消

や
利
便
性
向
上
の
た
め
早
急
な

環
境
整
備
を
求
め
る
。

　

部
長　

ア
他
市
の
稼
働
状
況

を
視
察
す
る
。
イ
段
階
的
か
つ

早
期
の
整
備
に
向
け
努
力
す
る
。

　

❸
市
章
は
制
定
か
ら
65
年
が

経
過
し
た
が
公
式
な
色
の
定
め

が
な
く
媒
体
ご
と
に
使
用
色
が

異
な
る
。
市
の
象
徴
と
し
て
色

や
使
用
方
法
を
含
め
て
ル
ー
ル

を
整
理
し
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

・
発
信
力
強
化
に
繋
げ
な
い
か
。

　

市
長　

市
全
体
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
と
合
わ
せ
研
究
す
る
。

所
を
堅
持
し
て
い
く
。

　

部
長　

イ
多
く
の
育
成
室
が

必
要
に
な
り
庁
内
連
携
を
図
り

民
間
活
力
の
活
用
を
含
め
対
応

し
た
い
。

　

❸
全
国
的
に
病
院
の
６
割
、

７
割
が
赤
字
経
営
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
病
院
、
診
療
所
を
守

っ
て
い
く
こ
と
は
政
治
の
責
任

で
あ
る
。
ア
公
立
昭
和
病
院
の

収
支
は
。
イ
近
隣
市
で
既
に
実

施
し
て
い
る
補
助
金
を
検
討
し

な
い
か
。
ウ
国
や
都
に
支
援
を

要
望
し
な
い
か
。

　

部
長　

ア
令
和
６
年
度
の
純

損
失
は
14
億
円
以
上
を
計
上
し

て
い
る
。
イ
病
院
を
取
り
巻
く

状
況
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

て
検
討
す
る
。
ウ
機
会
を
捉
え

て
対
応
し
て
い
く
。

プ
制
度
の
導
入
を
。
イ
事
実
婚

も
対
象
に
し
な
い
か
。
武
蔵
野

市
や
国
立
市
で
導
入
し
て
い
る
。

　

部
長　

ア
都
内
４
区
が
導
入

済
み
で
あ
る
。
具
体
的
な
着
手

と
は
い
か
な
い
が
、
引
き
続
き

情
報
収
集
し
な
が
ら
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。
イ
ど
の
よ
う
な

運
用
な
の
か
研
究
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
都
市
計
画
道
路
等

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

で
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
要
素
が

あ
る
か
。
ウ
既
存
ス
ト
ッ
ク
の

活
用
で
庁
舎
建
設
予
定
地
へ
の

建
築
面
積
を
大
き
く
削
減
す
る

こ
と
も
検
討
す
る
の
か
。
エ
庁

舎
と
福
祉
会
館
は
複
合
建
築
物

と
し
て
建
て
る
こ
と
が
一
貫
し

て
市
の
考
え
方
だ
っ
た
が
。

　

部
長　

ア
延
床
面
積
の
縮
減

が
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る

と
認
識
。
イ
階
数
を
減
じ
る
こ

と
が
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考

え
て
い
る
。
ウ
既
存
施
設
活
用

に
よ
り
延
床
面
積
の
縮
減
を
図

る
際
、
第
二
庁
舎
及
び
同
駐
車

場
の
活
用
は
視
野
に
入
る
。
た

だ
し
賃
貸
物
件
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
貸
主
と
の
事
前
相
談
は
最

低
限
必
要
。
エ
延
床
面
積
の
縮

減
の
た
め
に
は
福
祉
会
館
の
切

り
離
し
も
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。

　

❶
庁
舎
等
建
設
に
つ
い
て
質

問
す
る
。
ア
入
札
不
調
の
課
題

は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
。
現
設
計
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
設
計
変
更
が
必

要
で
は
な
い
か
。
イ
現
行
の
建

設
費
が
幾
ら
な
の
か
積
算
し
議

会
と
市
民
参
加
で
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。
ウ
中
止
・
凍
結
は
あ

り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

部
長　

ア
床
面
積
を
減
ら
す

方
法
が
有
効
な
手
段
だ
が
、
現

時
点
で
結
論
は
出
て
い
な
い
。

イ
庁
内
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

市
長　

ウ
中
止
・
凍
結
は
あ

り
得
な
い
。

　

❷
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
権
利
保

障
と
保
育
の
質
を
低
下
さ
せ
な

い
努
力
が
必
要
で
あ
り
質
問
す

　

❶
「
ト
イ
レ
が
臭
い
」
と
い

う
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。
児
童

・
生
徒
の
衛
生
環
境
及
び
学
習

環
境
の
向
上
、
並
び
に
教
職
員

の
労
働
環
境
改
善
の
た
め
に
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
学
校
で
ト

イ
レ
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
と
い
う
声
が
あ
り
、
健
康
上

の
問
題
と
し
て
も
考
え
な
い
と

い
け
な
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は

市
長
と
教
育
長
に
要
望
書
を
出

し
て
い
る
が
、
応
え
る
べ
き
で

あ
り
、
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
求
め
る
。

　

部
長　

教
育
委
員
会
と
し
て

も
情
報
の
共
有
を
し
て
い
る
。

課
題
の
解
決
が
早
期
に
図
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

❷
な
く
な
っ
た
み
ど
り
号
は
、

　

ご
み
屋
敷
問
題
は
高
齢
や
孤

独
な
ど
で
今
後
増
加
す
る
と
予

測
さ
れ
る
が
、
市
の
所
管
課
が

な
く
、
国
の
法
律
や
制
度
も
な

い
。
ア
こ
れ
ま
で
の
対
応
事
例

は
。
イ
総
務
省
の
調
査
で
は
所

有
者
や
そ
の
世
帯
に
経
済
や
健

康
等
に
課
題
が
あ
る
事
例
が
多

く
、
福
祉
的
視
点
で
の
「
人
」

へ
の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
庁

内
の
情
報
共
有
は
。
ウ
条
例
制

定
し
て
い
る
足
立
区
は
再
発
防

止
の
た
め
に
所
有
者
の
課
題
解

決
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
解
決

率
も
高
い
。
先
進
自
治
体
を
参

考
に
庁
内
横
断
的
な
取
組
に
つ

い
て
研
究
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

部
長　

ア
所
有
者
に
直
接
又

は
手
紙
等
で
適
正
管
理
を
お
願

　

小
金
井
の
子
ど
も
の
権
利
条

例
に
は
推
進
計
画
や
権
利
委
員

会
の
規
定
が
な
い
。
市
立
保
育

園
廃
園
、
民
設
民
営
学
童
で
の

プ
ー
ル
死
亡
事
故
、
公
設
学
童

の
大
規
模
化
、
学
校
ト
イ
レ
の

悪
臭
等
、
子
ど
も
の
意
見
が
反

映
さ
れ
ず
深
刻
化
す
る
問
題
が

多
発
し
て
い
る
。
ア
子
ど
も
の

権
利
部
会
の
議
論
は
。
イ
子
ど

も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
は
独
立

し
た
第
三
者
機
関
と
し
て
機
能

し
て
い
る
か
。
市
立
保
育
園
廃

園
問
題
は
権
利
侵
害
に
当
た
ら

な
い
か
調
査
し
て
市
に
提
言
す

れ
ば
裁
判
は
頻
発
し
な
か
っ
た
。

ウ
地
裁
判
決
で
勝
訴
し
た
原
告

の
お
子
さ
ん
は
一
人
だ
け
の
保

育
と
な
っ
た
が
子
ど
も
の
最
善

　

❶
ア
市
内
小
中
学
校
や
保
育

園
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
急
拡

大
し
学
級
閉
鎖
が
相
次
ぐ
中
、

他
市
は
都
補
助
を
活
用
し
ワ
ク

チ
ン
の
費
用
助
成
を
実
施
し
て

い
る
。
本
市
も
フ
ル
ミ
ス
ト
を

含
め
助
成
す
べ
き
で
あ
る
。
イ

成
人
歯
科
健
診
は
健
康
寿
命
延

伸
や
医
療
費
抑
制
に
有
効
だ
が

本
市
の
受
診
率
は
１
割
で
あ
る
。

無
関
心
層
へ
の
対
応
や
中
年
期

以
降
の
重
点
化
を
含
め
受
診
率

向
上
の
取
組
を
求
め
る
。

　

部
長　

ア
検
討
す
る
。
イ
対

象
年
齢
拡
充
な
ど
検
討
す
る
。

　

❷
ア
開
館
時
間
内
に
図
書
館

を
利
用
で
き
な
い
市
民
も
増
え

る
中
、
予
約
し
た
本
を
駅
な
ど

で
受
け
取
れ
る
図
書
専
用
ロ
ッ

　

❶
物
価
高
騰
は
全
て
の
階
層

に
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
。
ア

全
て
の
世
帯
に
、
幅
広
く
利
用

で
き
る
お
米
券
を
支
給
し
な
い

か
。
イ
介
護
や
中
小
事
業
者
等

へ
の
支
援
を
検
討
す
る
と
い
う

が
い
つ
ま
で
に
検
討
す
る
の
か
。

　

部
長　

ア
関
係
部
署
と
も
調

整
等
を
行
い
な
が
ら
検
討
す
る
。

　

市
長　

イ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
検
討
・
協
議
を
行
う
。

　

❷
認
証
学
童
保
育
所
の
準
備

状
況
に
つ
い
て
、
ア
全
員
入
所

の
原
則
は
堅
持
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
イ
場
所
と
財
源
の
確
保

が
課
題
で
あ
る
。
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
や
財
政
担
当

に
協
力
を
求
め
る
べ
き
だ
。

　

市
長　

ア
引
き
続
き
全
員
入

　

❶
制
度
導
入
を
求
め
る
陳
情

書
を
採
択
し
た
こ
と
も
あ
り
、

市
の
制
度
導
入
を
評
価
し
て
い

る
。
ア
利
用
数
は
。
イ
宣
誓
し

た
方
が
受
け
ら
れ
る
事
業
は
。

　

部
長　

ア
７
組
の
利
用
が
あ

っ
た
。
利
用
を
検
討
し
て
い
る

方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。

イ
市
営
住
宅
、
高
齢
者
住
宅
へ

の
入
居
申
込
み
、
両
親
学
級
。

他
に
も
対
象
事
業
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
い
ま
一
度
各
担

当
課
に
働
き
か
け
る
。

　

❷
同
性
婚
や
選
択
的
夫
婦
別

姓
が
法
制
化
さ
れ
な
い
の
で
市

が
で
き
る
こ
と
に
尽
力
い
た
だ

き
た
い
。
ア
宣
誓
し
た
方
の
お

子
さ
ん
や
親
御
さ
ん
も
併
せ
て

宣
誓
で
き
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

　

庁
舎
等
建
設
問
題
の
２
回
の

入
札
不
調
、
中
止
と
い
う
状
況

の
中
で
ど
う
い
う
判
断
が
一
番

市
民
に
と
っ
て
利
益
に
な
る
の

か
き
ち
ん
と
判
断
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
ア
設
計
を
大
幅
に

見
直
し
て
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減

を
図
る
場
合
に
、
床
面
積
の
縮

減
が
削
減
に
資
す
る
と
い
う
認

識
に
立
っ
て
い
る
か
。
イ
直
接

請
求
さ
れ
た
「
見
直
し
案
（
市

民
案
）」
で
採
用
さ
れ
て
い
る

三
つ
の
「
床
面
積
を
減
ら
す
手

法
」（「
地
下
駐
車
場
を
や
め

る
」「
階
数
を
６
階
建
か
ら
５

階
建
に
し
て
共
用
部
分
を
減
ら

す
」「
免
震
構
造
に
統
一
し
て

不
要
な
壁
や
柱
を
な
く
す
」）
は
、

今
後
行
政
が
検
討
を
進
め
る
中

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

片
山
か
お
る

（
子
ど
も
／
情
報
）

河
野
麻
美

（
自
由
民
主
党
）

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

渡
辺
大
三

（
子
ど
も
／
情
報
）

設
計
見
直
し
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

で
よ
り
よ
い
市
庁
舎
建
設
を

学
校
ト
イ
レ
の
臭
気
対
策
を

旧
み
ど
り
号
の
代
替
手
段
を

い
わ
ゆ
る
ご
み
屋
敷
問
題

先
進
事
例
を
研
究
し
よ
う

子
ど
も
の
権
利
を
推
進
す
る

子
ど
も
の
権
利
委
員
会
を

市
民
の
健
康
を
守
る
施
策
／

図
書
サ
ー
ビ
ス
充
実
／
市
章

物
価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
を

守
る
緊
急
対
策
を

今
年
で
５
周
年
！
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

行
き
詰
ま
っ
た
庁
舎
等
建
設

建
築
費
削
減
の
具
体
策
は
？

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

あ
〇
　
〇
〇
（
あ
〇
党
）

　

あ
あ
あ
□
□
□
□
□
□
■
□
□
□

□
□
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□
□
■
□
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□
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□
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□
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□
□
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□
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□
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□
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□
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定例会・臨時会における審議結果を掲載しています。
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/gikaijimukyoku/teireirinji/reiwa7_gikai/reiwa7_shing/index.html

足立区の広告（一部画像処理）

野川ほたる村、3・4・11号線関係住民
の会作成のパネルを提示し質問した
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます。

PS25-0034

この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

【
８
月
21
日
】

▼�
協
議
項
目
（
柱
）
に
つ
い
て

▼�
議
会
改
革
の
調
査
事
項
に
つ
い

て
【
９
月
19
日
】

▼�

広
報
・
広
聴
協
議
会
の
在
り
方

に
つ
い
て

【
10
月
28
日
】

【
12
月
８
日
】

【
12
月
17
日
】

▼�

協
議
項
目
（
柱
）
に
つ
い
て

▼��

議
会
改
革
の
調
査
事
項
に
つ
い

て
広
報
・
広
聴
協
議
会
を

�

開
催
し
ま
し
た

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
の
２
割
特
例
、

８
割
控
除
を
２
０
２
６
年
９
月
以
降
も

継
続
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
に

送
付
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
書

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

　

賛
成
の
理
由
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
は
新
た
な
消
費
税
の
負
担
増
で
あ

り
、
小
規
模
事
業
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
仕
事
や
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
か
ら
、
廃
止
を
求
め
る

と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
２
割
特
例
」

「
８
割
控
除
」
の
継
続
は
必
要
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
後
、
消

費
税
免
税
事
業
者
へ
の
新
た
な
税
負

担
や
過
酷
な
実
務
負
担
が
押
し
付
け

ら
れ
て
い
る
。
取
引
先
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
取
得
を
要
請
さ
れ
、
受
け
入
れ

れ
ば
新
た
な
税
負
担
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
断
れ
ば
取
引
が
打
ち
切
ら
れ

る
可
能
性
が
生
ま
れ
、
実
際
に
打
ち

切
ら
れ
る
と
い
う
事
例
も
出
て
い
る
。

ま
た
、
や
む
な
く
イ
ン
ボ
イ
ス
を
登

録
し
た
小
規
模
事
業
者
で
も
、
そ
の

負
担
の
重
さ
に
事
業
継
続
を
断
念
し

て
し
ま
う
人
が
少
な
く
な
い
と
い
う

状
況
で
あ
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を

廃
止
す
る
こ
と
が
切
実
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。
小
規
模
事
業
者
の
経
営
確

保
こ
そ
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。

請願・陳情の審議結果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会　
　　　　　　建：建設環境委員会　議：議会運営委員会　

○：賛成 ×：反対 △：退席 議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

み 自 共 公 子 お 参 ネ街れ見緑
付
　
託
　
先

天
野
　
か
な

沖
浦
あ
つ
し

吉
良
の
り
こ

岸
田
　
正
義

鈴
木
　
成
夫

河
野
　
麻
美

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

太
田
　
宏
徳

中
井
れ
い
子

小
林
　
正
樹

渡
辺
　
大
三

片
山
か
お
る

水
谷
た
か
こ

な
が
と
り
太
郎

斎
藤
　
康
夫

安
田
け
い
こ

清
水
　
　
学

村
上
よ
う
す
け

藤
川
　
賢
治

坂
井
え
つ
子件名 要旨

市独自の『地下水のＰＦＡＳ（有
機フッ素化合物）検査』を求める
陳情書

多摩地域で問題視される地下水汚染を受け、市民の健康と安全を守るた
めに、市として、公共施設や震災対策用井戸等の全庁的な連携をもって
継続的なＰＦＡＳ検査を実施し、その結果を公表することを求める。    

採　択

食品放射能測定についてその名
称を変えることを求める陳情書

「食品放射能測定」という言葉は、科学的誤りや誇張表現を含み、国語的
にも適切ではない。測定対象がγ線限定である点も考慮し、「食品中の放
射性物質に関する測定」など誤解の少ない事業名称への変更を求める。

採　択

適格請求書等保存方式の２割特
例、８割控除を2026年９月以降
も継続を求める意見書を政府に送
付することに関する陳情書

インボイス制度導入で小規模事業者が税負担と事務手続の増加に直面して
いる。負担軽減策である２割特例や８割控除が本年９月末で終了予定であ
るため、同措置の継続を求める意見書を政府へ提出することを求める。

採　択

武蔵小金井駅南口ロータリーで枯
死した２本の街路樹の補植を求め
る陳情書

武蔵小金井駅南口ロータリーで枯死した２本の街路樹の後継街路樹の補
植を求めるとともに、樹種選定では樹冠被覆率も考慮し、夏の暑い時期
に木陰をより多く確保できるよう特段の配慮を求める。

趣旨採択

武蔵小金井駅北口駅前東地区第
一種市街地再開発事業計画に市
民のための公共フロアー設置を盛
り込むことを求める陳情書

公的資金投入予定の武蔵小金井駅北口駅前東地区第一種再開発事業では、
地域住民の公共性確保が必要と考える。低層階に市民利用の公共フロア
ー設置を計画に盛り込むことについて市議会としての意思決定を求める。  

不採択

フェスティバルコートの政治活
動・選挙運動への利用拡大を求
める陳情書

市として、アクウェルモール管理組合及びＩ・ⅡＦＣ (フェスティバルコー
ト）管理運営協議会に、フェスティバルコートでの政治活勤・選挙運動を
可能にするように働きかけることを求める。

不採択

小金井市議会は生真面目にさらに
民主的な議会運営を行うことを求
める陳情書

市議会は、市民の声に真摯に応え、陳情への積極的な対応や地域課題解
決に尽力しており、他自治体の手本となる存在である。引き続き生真面目
かつ民主的な議会運営を継続し、地域繁栄を更に促進することを求める。

不採択

ふるさと納税における税額の真水
部分をしっかり算定することを求
める陳情書

ふるさと納税における「市税としての実績額」の開示がされなかったこと
から、真水部分（実際に市に入る金額）を算定せずに予算編成を行った
懸念が生じている。早急な金額算定と請求への開示を行うことを求める。

不採択

世界連邦宣言自治体全国協議会
が求める職員100円募金について
趣旨の理解を得た上、適切な方法
でこれを行うことを求める陳情書

世界連邦宣言自治体全国協議会の職員への募金要請は理念と個人の意思
を欠き不合理であり、市は理念や寄付先について職員の納得を得た上で対
応すべき。担当課による業務時間中の募金勧誘等を厳に慎むことを求める。

不採択

小金井市内の小・中学校におけ
る「いじめ」をなくす取り組みに
関する陳情書

いじめをなくすために、市内の小・中学校で確認されたいじめ件数をホー
ムページ上で分かりやすく公開し、その公開数値を基に具体的な目標を設
定、市民と協力しながらその目標達成に努める仕組みを求める。

不採択

「外国人による日本の土地購入を
規制する法律」の制定を求める意
見書提出に関する陳情書

日本には外国人による土地購入を規制する法律がなく、全国で外国人に
よる土地購入が進んでいる。安全保障上の懸念から、外国人の土地購入
を制限する法律の制定を国に求める意見書の提出を求める。

不採択

「全ての公務員の任用に国籍条項
を定める法律」の制定を求める意
見書提出に関する陳情書

外国籍の公務員増加が安全保障上の懸念を生じさせ、他国の法律により
日本の情報流出などの危険が発生する可能性がある。公務員任用に国籍
条項を定める法律の制定を求める意見書の提出を求める。  

不採択

男系による皇位継承の堅持を求める意見書の提出を求める陳情書の撤回 承　認
【会派略称】�み：みらいのこがねい　自：自由民主党小金井　　共：日本共産党小金井市議団　公：小金井市議会公明党　子：子どもの権利／情報公開　　　お：小金井をおもしろくする会　
     　　　　参：参政党小金井　　　ネ：生活者ネットワーク　街：自民党・街の仲間たち　　れ：れいわ新選組小金井　見：小金井市政を見える化する会　緑：緑・つながる小金井

閉会中の委員会日程及び審査案件
総務企画委員会
２月２日（月）午前10時
▶自治体ＤＸの取組について

議会運営委員会
２月２日（月）午後２時
２月10日（火）午後２時
▶市議会への請願書及び陳情書に関して、オンライン
提出を可能にすることを求める陳情書　▶議会改革に
関する諸問題の調査　▶①次期定例会（臨時会を含
む。）の会期及び会議日割等、議会運営に関する調査
　②議会の会議規則、委員会条例等に関する調査　③
議会運営に関する議長の諮問事項について

厚生文教委員会
２月３日（火）午前10時
▶教育長は男女差別事案を真摯に受け止め、適切な事後
処理を行うことを求める陳情書　▶市民体育祭ゴルフ競
技の改善を求める陳情書　▶市民体育祭ゴルフ競技参
加者に関する陳情書　▶差別的な事業の是正を求めら
れるに至った原因書類について、市は職権を用いて市
民の知る権利に応えることを求める陳情書　▶小金井
カントリー様に対して男女平等の参加資格をもって市
民体育祭へのご協力を頂けるよう市長、教育長は努力
すべしとする陳情書　▶個人情報保護に適切なリスク
対応を施さなかった部局の責任を問うと伴に二度とそ
のようなことが無いよう求める陳情書　▶現在進行中
の個人情報漏洩危機に対して緊急に手当てすることを
求める陳情書　▶公的施設の各所に血圧計・体組成計
などを常備し、市民の健康配慮ムーブに対して具体的

に資す事業を求める陳情書　▶第一小学校の建て替え
に伴う校庭使用制限期間について対策を求める陳情書
　▶民設民営学保における児童溺死事件について市の
責任の検証を求める陳情書　▶社会教育委員市民公募
において前任者の再申込を受付け、採用したのは市民
参加条例の理念に反するとしてその撤回を求める陳情
書　▶指定管理者選定における重大事故報告漏れと評
価の公平性に関する事実確認および再考の陳情書　▶
地域福祉計画の進捗について　▶子ども施策について

建設環境委員会
２月４日（水）午前９時
▶３・４・11号線など都市計画道路問題に関して参考
人制度や公聴会制度の活用を求める陳情書　▶東小金
井駅ｎｏｎｏｗａ北口の交通安全対策を求める陳情書
　▶武蔵小金井・東小金井両駅のｎｏｎｏｗａ改札の
朝の開業時刻を早めることを求める陳情書　▶貫井団
地北西交差点の交通安全を求める陳情書　▶連雀通り
（小金井警察署～小金井消防署）の歩道における自転
車の速度抑制等に向けた具体的措置を求める陳情書　
▶メタウォーターサステナブルパークこがねいの駐車
場を、施設の休業日等は、一般有償駐車場として活用
することを求める陳情書　▶循環型社会の形成及び温
室効果ガス削減に関する調査　▶都市計画道路に関す
る調査

庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査
特別委員会
２月６日（金）午前９時
▶現設計での庁舎等建設の頓挫を踏まえ、すみやかに

「新しい設計」の準備を始めることを求める陳情書　
▶２回の入札不調に至った原因究明を求める陳情書　
▶市民要望の反映と設計条件・入札条件の見直しを求
める陳情書　▶「予算上限130億円未満に納めるため
の提案」を求める陳情書　▶新たなスタートを新たな
体制で始めることを求める陳情書　▶二度の入札不調
の意味を深く受け止め、シナリオＡ・Ｂ・Ｃの選択を
行わないことを求める陳情書　▶シナリオＤ「誰も否
定しない・市民の笑顔が生まれる環境を整える案」の
検討と入札要綱の早期策定を求める陳情書　▶９月18
日特別委員会における議員各位の質疑および行政側回
答に対する補足を求める陳情書　▶「設計ではない」
見直し案を通して「設計とは」を説明する機会を求め
る陳情書　▶その１　小金井市新庁舎・新福祉会館建
設事業　12月議会における市長部局の方針予測と課題
分析に関する陳情書　▶その２　小金井市新庁舎・新
福祉会館建設事業　市民の願いが息づく庁舎へ行政に
求められる判断と建築の公共的価値に関する陳情書　
▶その３　新庁舎・新福祉会館建設事業における執行
権の適正化と合意形成プロセスの改善に関する提言に
関する陳情書　▶その４　小金井市新庁舎・新福祉会
館建設事業　課題の本質と変革への提言に関する陳情
書　▶庁舎及び福祉会館の設計の見直しに関する陳情
書（その１）　▶庁舎及び福祉会館の設計の見直しに
関する陳情書（その２）　▶庁舎及び福祉会館の設計
の見直しに関する陳情書（その３）　▶庁舎及び福祉
会館の設計の見直しに関する陳情書（その４）　▶庁
舎等建設及び公共施設マネジメントの推進に係る諸問
題の調査
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友好交流で三宅島へ行ってきました

小金井市議会初“中学生”への主権者教育を開催
～議員と話してみよう「政治に興味をもつにはどうしたらいい？」～

　小金井市議会では、主権者教育の取
組として令和５年から、高校生を対象
に身近な政治の場である市議会の役割
を伝え、交流してきました。
　さらに市議会と市政への関心を高め
ていただくため、今回は中学生と交流。
10月20日、中央大学附属中学校の２
年生約170名を対象に出前授業を実施
しました。
　小金井市議会として中学生向けの授
業を行うのは初めてであったため、テ
ーマの選定や説明の分かりやすさには
特に配慮しながら進めました。

原稿は議員が作成しています

　小金井市と三宅村は1978年に友好都市盟約を結びました。以来、毎年、
小金井市議会は相互理解と親善を深めるための訪問交流を行っております。
今年は、2025年11月14日～ 16日に市議会から議長及び6人の議員が「第26
回三宅島産業祭」に参列し、島内の各所を視察しました。

　現在の小金井市中町に生まれた幕末の侠
きょう

客
かく

・小金井小次郎は、喧嘩の罪で三宅島に
流されました。しかし、在島中に水不足に
悩む島民のために大きな井戸（写真１）を
作り、多くの村人に感謝されました。
　阿

あ

古
こ

集落は1983年の噴火により、溶岩
流に飲み込まれてしまいましたが、避難訓
練の成果もあり、一人の死傷者も出ません
でした。溶岩流のすさまじさと噴火災害の
恐ろしさを体感してきました。（写真２）　

大型客船 橘丸

議長も参加した
オープニングセレモニー あしたばなど、地元野菜が満載

旧阿
あ

古
こ

集落の旧阿古中学校小金井小次郎の井戸

まずは緊張をほぐすアイスブレイク
　「議員報酬はどれくらい？」「市議選の投票率は？」といった議会にま
つわる〇×クイズや「議員になったきっかけ」「やりがいや心掛けている
こと」「出馬は大変だったか」など、生徒の皆さんから事前に寄せられた
質問にもお答えし、Ｑ＆Ａを通して、楽しみながら市議会や議員の役割
をより身近に感じてもらえる時間となりました。

意見発表
　グループごとに話し合った内容を代表者から発表。
　他の生徒さんも真剣に耳をかたむけ、参加者全体で学びを共有する貴
重な機会となりました。また、議会としても今後の参考となるご意見を
多数いただきました。

グループディスカッション
　「中学生が政治に興味をもつにはどうしたらいい？」をテーマに各クラ
スを２グループに分けてディスカッション。
　活発に意見が出され、模造紙に沢山のアイデアがまとめられました。

【主な意見】
・ＳＮＳの活用や有名ユーチューバーとコラボレーションする
・投票のデジタル化や投票場所を増やす
・政治家と直接交流する機会を増やす
・出前授業等政治を学べる機会を増やす

アンケート結果
　授業の前後で行った生徒へのアンケート調査では、議員に対する印象
について授業前の「寝ている人が多い」などネガティブな印象から、授
業後は「市民のことをよく考えていることがわかった」と印象が変わり、
授業の感想として「政治に今まで以上に興味を持つことができた」「自分
の市の選挙などについて調べてみたい」と大変好評でした。

9：00 開会
9：02 小金井市議会議長　ご挨拶
9：05 こんなところです小金井市議会
9：20 議員がなんでも答えちゃいます！
9：40 グループディスカッションの説明
9：50 各教室への移動・休憩（20分）
10：10 グループディスカッション
11：10 視聴覚室への移動・休憩（20分）
11：30 意見発表
12：00 閉会

第26回三宅島産業祭

写真２写真１

○×クイズ Q&A
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